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指定管理者制度活用事業 総括評価シート 

評価年月日：平成２７年６月１２日 

評 価 者：健康福祉局指定管理者選定評価委員会 

１．業務概要 

施設名 川崎市高齢社会福祉総合センター（人材開発研修センター・保健福祉研究センター） 
指定期間 平成２３年４月１日 ～ 平成２８年３月３１日 

業務の概要 ・福祉・介護の職員向け研修、市民向け福祉講座の開催、視聴覚教材や図書の貸出、福祉機器の

展示等を行っている。 

指定管理者 名称 ：社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 

代表者：会長 佐藤 忠次 

住所 ：中原区上小田中６－２２－５     電話：０４４－７３９－８７１０ 

所管課 健康福祉局長寿社会部高齢者事業推進課 

２．「評価の視点」に基づく事業期間全体の評価 

 評価項目 事業実施状況等 

1 市民や利用者に十分な量

及び質のサービスを提供

できたか。 

資格取得や知識、技術習得、キャリアアップのための研修等を実施するなど、研修

実施機関として十分に機能している。 

また、日頃から研修ニーズの把握に努め、より実効性の高い研修の実施に向けた取

組も積極的に進めていることは評価に値する。 

2 当初の事業目的を達成す

ることができたか。 

事業計画等に基づく事業目的を達成し、適正に施設運営を行っている。 

3 特に安全・安心の面で問

題はなかったか。 

 

特になし 
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更なるサービス向上のた

めに、どういった課題や

改善策があるか。 

研修ニーズを的確に把握、反映しながら研修内容等の必要な見直し、充実を図って

いる姿勢が見られること、また、施設の機能の一部を地域開放するなどの取組も行っ

ているなど、今後もこの水準を維持、継続、あるいは向上に向け進めていただきたい。 

５ 非公募更新のための条件

を満たしているか 

（該当施設のみ） 

評価としては優良であり、非公募更新のための条件を満たしている。 

３．これまでの事業に対する検証 

 検証項目 検証結果 

１ 所管課による適切なマネ

ジメントは行われたか。 

四半期毎に施設において実施のセルフモニタリング結果を受け、その都度評価を行

い、適正な施設運営水準の維持、継続、向上に努めている。 

２ 制度活用による効果はあ

ったか。 

 

（サービスの向上等） 
・研修実施機関として、スキルアップ、人材育成、地域支援を担っており、施設が求
められる機能性は十分に認められる。 

3 当該事業について、業務

範囲・実施方法、経費等

で見直すべき点はないか 

民間の研修機関において実施されている研修との整合性や、各種研修を実施するに

当たっては、受講費用の徴収等、受益者の負担を考慮する必要があるものと考える。 

また、施設及び設備において経年劣化が顕著に現れており、長寿命化も考慮した修

繕等の対応が求められる。 

４ 指定管理者制度以外の制

度を活用する余地はない

か 

民間の研修機関において実施されている研修との整合や、研修実施主体整理等につ

いて、今後一定の整理が必要と考える。 

４．今後の事業運営方針について 

資格取得や知識、技術習得、スキルアップのための研修等を実施するなど、研修実施機関として十分に機能してお
り、今後においては、さらなる充実を図っていく必要があるものと考えるが、一方で、民間の研修機関において実施
されている研修との整合や、研修実施主体整理等、さらには、各種研修を実施するに当たっての受講費用の徴収等、
受益者の負担の考慮等、今後一定の整理が必要と考える。 

 


